
【講　　議】【講　　議】

 平成３０年９月 18 日（火） 平成３０年９月 18 日（火）

（要申込・先着順）（要申込・先着順）

お申込み・お問い合わせ

TEL：018-889-2270

秋田大学 HP：http://www.akita-u.ac.jp

地方創生・研究推進課地方創生・研究推進課

※ 荒天等で中止となる場合は、※ 荒天等で中止となる場合は、

実施日までにお知らせします。実施日までにお知らせします。

※ 雨天対策が必要です。雨具・※ 雨天対策が必要です。雨具・

カッパ等を持参してください。カッパ等を持参してください。

※ 野外で活動できるような長※ 野外で活動できるような長

袖・長ズボン、運動靴でご参加袖・長ズボン、運動靴でご参加

ください。ください。

※ 昼食・飲み物等は各自でご持※ 昼食・飲み物等は各自でご持

参ください。参ください。

注意事項注意事項
※ 坂の上にあります※ 坂の上にあります

本講座では本講座では、 秋田で最も繁栄した鉱山の秋田で最も繁栄した鉱山の 1つである阿仁鉱山の歴史とつである阿仁鉱山の歴史と、 今に残るその関連史跡を今に残るその関連史跡を
紹介します紹介します。 阿仁鉱山は旧阿仁町にありましたが阿仁鉱山は旧阿仁町にありましたが、 その経済圏は藤里町の太良鉱山その経済圏は藤里町の太良鉱山、 二ツ井町二ツ井町
の加護山製錬所まで及びましたの加護山製錬所まで及びました。 さらに阿仁の銅はさらに阿仁の銅は、 能代湊から北前船を通じて大阪へ能代湊から北前船を通じて大阪へ、 そしてそして
長崎から世界へと流通していました長崎から世界へと流通していました。 このようにこのように、近世秋田の鉱山社会が近世秋田の鉱山社会が、全国および世界と繋がっ全国および世界と繋がっ
ていたということを感じていただけるような講座を開講いたします。ていたということを感じていただけるような講座を開講いたします。



秋田駅秋田駅

●自家用車でお越しの方
手形キャンパス構内駐車場をご利用ください。
路上駐車はしないようお願いいたします。
正門を入って右手の総合案内所にて空いてい
る駐車場をご確認願います。

●バスでお越しの方
秋田駅西口から手形キャンパスまで所要時間
約１１分（運賃１９０円）です。
▽路線：手形山経由大学病院線
▽乗場：秋田駅西口１２番
▽下車：鉱業博物館入口

●徒歩でお越しの方
秋田駅東口から手形キャンパスまで所要時間
約２６分（１．９ｋｍ）です。

［会場案内図］

秋田大学
正門前

集　合 【昼　食（60分）】
【見　学（10分）】

阿仁文化会館

【見　学（90分）】
◦阿仁異人館
◦銀山町巡り

阿仁郷土文化
保存伝承館

到着 到着出発 到着 出発出発出発到着 到着 出発

【見　学 (60 分)】
◦きみまち阪
◦加護山選鉱場跡
◦岩堰用水
◦道の駅内の資料館

きみまち阪
県立自然公園

【見　学 (60 分)】
◦日和山の方角石
◦風の松原
◦北前船の蔵宿跡

日和山（方角石）
および風の松原

解　散

秋田大学
正門前

秋田大学鉱業博物館

かつて阿仁鉱山地域には、6つの鉱山集落が存在しましたが、明治の近代化
によって輸送網が整えられ、阿仁鉱山として 1つの鉱山にまとめられました。
現在、6つの鉱山集落の跡は何も存在しませんが、阿仁銀山町および阿仁川
沿いの地域には、いくつかの阿仁鉱山に関わる史跡があります。これらの史
跡を 1日かけて、巡りたいと考えています。

阿仁鉱山は、金山・銀山としての歴史は古く、起源ははっきりしませんが、
銅山としての開発は 1637 年に遡ることができます。ここから、1978 年に閉
山するまで約 350 年間にわたり、阿仁の銅は世界に輸出され続けました。さ
らに、人とものは大阪や西日本から流入し続け、阿仁地域は極めてグローバ
ル化された経済圏でした。

講義概要

[講義概要]

①日時　②講義題　③場所

９月２８日（金）

９月２９日（土）

「阿仁鉱山の史跡を巡る旅」

阿仁伝承館および阿仁地域

秋田大学地方創秋田大学地方創生・生・研究推進課　研究推進課　FAX：018-889-3162FAX：018-889-3162

【阿仁鉱山の歴史と史跡を訪ねて】申込用紙【阿仁鉱山の歴史と史跡を訪ねて】申込用紙

〒

※ （電話は※ （電話は、日中連絡のつきやすい番号をご記入ください。）日中連絡のつきやすい番号をご記入ください。）

阿仁鉱山の歴史と史跡を訪ねて

平成30年度秋田大学公開講座




